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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
全国の公立小学校の 5，6 年生に対して本来 2011 年度から学習指導要領の施行によって実施

される予定だった外国語活動は、実際には 2009 年度から前倒し、移行期間として各自治体に移

譲され、その自治体の指導により、実施された。本博士研究はその詳細な言語学的内容（音声

レベルからコミュニケーションレベル）を扱った、包括的にそれぞれの局面の解明に多大な時

間と労力を要した力作である。 
本博士論文は序章から開始し、第 1 章から第 8 章までが本論の中心的章であるが、その中で

も第 4 章から第 8 章までが博士論文の最も重要な分析・考察となり、終章として結論に至る。

序章では英語習得の測定範囲と方法、そして英語習得の定義について述べている。この外国語

活動は非教科であるため、一般に学習目標をもつ教科とは異なり、その活動の測定内容、範囲、

方法については特別に定義する必要があり、それをここで定義している。 
第 1 章では調査を行った北九州市の公立小学校の現状も参考にしながら、小学校の外国語活

動とはどのようなものかを、教育課程上の位置づけ、その活動の現状、そしてその目標を詳細

に述べている。第 2 章では言語学的レベルを網羅した先行研究とその問題点に焦点があてられ

ている。従来の先行研究はその研究論文数が非常に少ないだけでなく、全く教育現場を基盤に

して行ったものではないことが大きな問題点として取り上げている。第 3 章では先行研究を踏

まえ、本研究の目的、内容、方法を示した。 
第 4 章から第 8 章までは本論の中心的内容であるが、第 4 章では最も言語学的下位レベルの

英語の音声・音韻（音レベル）の習得について、調査内容、方法、結果と考察が述べられてい

る。児童の音声・音韻の習得の実態を、語彙、表現、挨拶、会話の音声収録した内容と

ALT(Assistant Language Teacher)との比較を通して、アクセント、リズム、イントネーションも

含めて分析し、その実態を把握し、その内容を明らかにした。 
第 5 章では形態素（語レベル）の習得について記述されている。この章では特に英語の冠詞

や名詞の複数形の習得が焦点であるが、この言語的カテゴリーは日本語には存在しないため、

習得が難しいことが予想されていたが、実際にも同じ結果が見られ、習得には多くの時間を要

することが示され、習得までの目安もその分析から推測される。 
第 6 章では統語（文レベル）の習得について触れているが、ここでも教育現場で行った調査

の結果を基に、その分析を行っている。英文を外国語として捉えることが、文字の習得がない

ため大変難しいことも分かった。 
第 7 章では語彙の習得について述べている。児童はこのカテゴリーでは特に名詞とその意味



の対応が借用語として既に日本語にはいっているものについては理解が早く、産出も早いが、

馴染みがないもの、特に名詞よりも動詞については語と意味の対応がなかなか理解と記憶が付

いていけないものが多く、習得が困難であることが調査によって明らかになった。 
第 8 章では言語全体を表現するコミュニケーション能力の習得についてであるが、これは単

に言語的能力だけではなく、非言語的能力にも言語としてまとめる能力、その発話背景を感知

し会話に取り込みながら、会話を進める能力など、複数多義に渡る能力が少しずつ着実に児童

に身に付いてきていることが明確になった。 
終章では、非常に言語的に制約された外国語活動の中で、表記という言語的視覚的手段がな

く、目標が与えられていない児童が実際には様々な言語学的な側面において、その児童により

習得の幅はあるものの、外国語として身に付けていることと、外国語活動そのものがコミュニ

ケーション能力の促進にも一役買っていることも分かったと同時に、従来、明確にされること

がなかったが、初めて実証的な論拠を示しつつ、児童の包括的な言語学的能力の習得について

明らかにした。 
よって、本論文は博士（芸術工学（甲））の学位論文に値すると論文調査員全員が判断した。 

 
 
 
 
 
 
 


